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研究プロジェクトの名称 
新しい連携・協働による教員研修の開発と評価 

；大学の強みをいかした実践と研究の接近 

研究プロジェクトの概要 

本研究の目的は、学校教育における新しい実践的課題の解決に資する研修

プログラムの開発と評価を，教育行政との連携と協働によって行うことに

あった。特に、教育現場における多様な実践と学術的な専門性を有する大学

としての特色と地域連携において強みを持つ上越教育大学の長年の蓄積を

生かして実行することにある。実践開発に加え、随時評価を加え、その内容

を改善すること、また、成果を地域に還元することで質的な向上を図った。

本研究では，特別支援教育におけるキャリア教育の視座に立った進路指導

（企画１）と小学校における英語学習の導入（企画２）を具体的な教育課題

とし，地域教育行政と連携し，新しい研修の開発を行った。 

研究成果の概要 

企画１では、主に上越市教育委員会との連携を図り、初年次にジグソー方式

を用いた研修方法と研究教材を作成して実施した。研修の目的は、特別支援

教育コーディネータの進路指導への対応力にあった。２年次には、前年度参

加者の中で課題となった個別の課題の解決を趣旨とした事例研究を中心と

した手法を用いて実施した。 
企画２では、初年時に本学学生を参加者に、小学校教育に焦点をあてて英語

のイマージョンプログラムとして行う「イングリッシュキャンプ」を国立妙

高自然の家、上越市教育委員会、実施した。２年次には、英語教育重点校を

もつ妙高市教育委員会と連携し、校内型の研修を開発、実施した。 

研究成果の発表状況  
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大会,上越教育大学、2017 年 8 月 
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学校現場や授業への研

究成果の還元について 

本プロジェクトは、学校現場や教育関係機関との連携・協働によって遂行さ

れており、プロジェクトの遂行によって研究成果が社会的に還元されてい

る。 

 


